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エンサイクロペディア - Michael Kühnen 
  

67 - リベラル資本主義 
  

   自由資本主義は、ブルジョアジーの性質と性格を反映する社会的・経済

的形態であり、西欧型の民主主義にその国家・政治的等価性を見出すもの

である。自由資本主義は、唯物論の生活態度から生まれ、退廃を促進し、

したがって、アメリカニズムとその世界支配のための努力のために、進化

した民族と人種の破壊をもたらすのである。 
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   自由資本主義では、自由主義の社会形態と資本主義の経済形態が結合し

て、自由な人民の生存と、その種と本性に従ったより高い発展に対して、

猛毒を形成しているのである。自由主義と資本主義は、必然的な同盟者で

ある。なぜなら、自由主義の無心と価値相対主義は、金銭の所有だけを追

求する経済形態を促進し、逆に資本主義は、人間の最も卑しい本能に絶え

ず訴えかけるもので、妬み、エゴイズム、利益の追求であり、自由主義が

毒の花として咲く物質主義を促進するものであるからだ。 

   国家社会主義の革命は、自由とフォルクスゲマインシャフトの思想に

よって自由主義を克服し、フォルキッシュ社会主義の原則に従って秩序づ

けられたコーポラティブな国民経済において、利子の束縛を打ち破り、無

労所得と努力義務を排除することによって資本主義を克服する（コーポラ

ティブも参照されたい）。 

   

68 - 男子会 
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   国家社会主義の科学的認識論としての生物学的人文主義は、人間を共同

体的存在として理解し、自然的・文化的共同体に統合されると見なす。最

小の自然的共同体としての家族は、大きな有機的共同体（国民と民族を参

照）の胚細胞であり基礎であり、母親としての女性（母性を参照）は決定

的な重要性をもっているが、男性の同盟は、すべての文化的共同体（国

民、国家、帝国などを参照）の胚細胞であり基礎である。男性同盟の文化

的形成なしには、高度な文明の創造も、文化的制度の永続も考えられませ

ん。 

   共同体から生まれるすべての文化、すべての国家生活は、メナービュン

ディッシュの秩序原則に基づいている。その崩壊は、退廃の明らかな証拠

である。あらゆる文化の始まりには男性の同盟があり、それは太古の昔か

ら、とりわけ生活の二つの領域で有効であった。男性の同盟は、健全な

人々の共同体における精神的なリーダーシップ（もともとは司祭兄弟団と

精神的な宗教団体-「秩序」の項も参照）と、共同体の内外の保護（もと

もとは戦士兄弟団と騎士団-「兵士」の項も参照）を決定するものであ

る。 

   これらの知見にしたがって、国家社会主義党（国家社会主義ドイツ労働

者党を参照）は、一貫して、自らを男性同盟としてアレンジしている。こ

の国家社会党の男性同盟は、政治指導者の軍団とともに、人民の精神的指

導（総統府参照）と、国家共同体の内外の保護をシュトゥルム＝アブテイ

リング（SA）とともに引き継ぐのである。新秩序では、ここから新しい

人種的貴族が出現する。 

  

69 - マルクス主義 
  

   マルクス主義とは、前世紀後半にユダヤ人のカール・マルクスが創始し

た思想であり、その現代における重要性は、次の2点に起因している。 

  

1. マルクス主義は、二つの超大国の一つとして、帝国主義で人民の自

由を脅かすソ連とその帝国の国家イデオロギーである。 

2. マルクス主義は、共産党の党思想でもある。西ヨーロッパでは、自

由資本主義世界システムの歴史的に避けられない崩壊が始まると、

国家社会主義とその政党（国家社会主義ドイツ労働者党参照）に対
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する唯一の重大な競争相手となる（自由資本主義参照）。 
  

   権力政治の面だけでなく、思想的にも、国家社会主義とマルクス主義は

敵対する。マルクス主義は、とりわけ、哲学的唯物論（人間はもっぱら環

境条件、とりわけ生産関係の産物である）と万人の平等という基本思想に

よって、種と自然に反する教条主義を表しているからである。 

マルクス主義の原理「存在が意識を決定する」は、国家社会主義によっ

て、「意識は、遺伝的物質によって決定される可能性の枠内で存在を決定

する」（哲学的唯物論の代わりに価値観念論）という洞察で対抗される。

マルクス主義の原理「歴史は階級闘争の歴史」は、国家社会主義の洞察

「歴史は人種闘争の歴史」によって対抗される。 

   マルクス主義は、当時の初期キリスト教と同様に、もともと世界支配を

目指すシオニズムの道具の一つであり、労働者運動に対するシオニストの

支配に奉仕していた。しかし、これもキリスト教と同様、スターリンによ

る権力の掌握後、権力政治の下僕としての役割から解放されたが、もちろ

ん、ユダヤ教によるすべての影響から脱却することはできなかった。さら

にその後、マルクス主義は多数の競合する潮流に分解され、ごく少数の主

権国家である2つの国の国家基盤にさえなってしまった。アルバニアと北

朝鮮である。それ以前には、毛沢東の中国やクメール・ルージュのカンボ

ジアでもそうだった（「主権」の項も参照）。 

   とはいえ、シオニズムと自由資本主義に続いて、マルクス主義は、国家

社会主義の世界運動の第三の主要な敵であり続けている。しかも、国家社

会主義は、かつて、そして部分的には今も、マルクス主義の影響下にある

労働者運動の歴史的後継者である。 

  

70 - 大量組織 
  

   大衆組織は、フロント組織と同様に、特定の政治的目標を達成するた

め、あるいは特定の社会集団や層に影響を与えるために作られた、新戦線

の信念の共同体の前身となる組織である。しかし、それらは、新戦線の戦

略によって示されたように、権力奪取のために戦う国家社会主義組織では

なく、むしろ、特定の分野における個人の利益と不満の助けによって、で

きるだけ多くの人民のメンバー-特に非国家社会主義者を含む-を動員する



6 

ことを意図した団体である。人民のメンバーが不満を持ち、影響を受け、

憤慨しているところには、この不満を取り上げ、支持し、組織する国家社

会主義者もいなければならず、この目的のために大衆組織を作り、あるい

は影響力を得るために既存の組織に協力するのである。 

   大衆組織は、このように、新戦線の政治戦術の道具であり、手段であ

る。それらは、国家社会主義の新しい支持者を獲得するために役立つので

はなく、むしろ、現在の政治的、社会的、文化的闘争と発酵の過程におい

て、国家社会主義者に影響を与えるために、極端な場合には、大衆組織に

巻き込まれた人民の同志がこの影響を正しく認識することなく、影響を与

えるのである。 

大衆組織には、国家社会主義者の幹部によって設立および／または統制さ

れたものと、そのような幹部が単に協力し、なおかつ影響力を争うために

独立して発生したものとの2つのタイプがある。目的は、最初から統制さ

れた大衆組織を設立することであるべきだ。しかし、それが可能でない、

あるいは有望でないと思われる場合には、既存の独立した組織に影響を与

え、巧みな提携政策によって、最終的に支配下に置かなければならない。 

   このような戦術は、政治的要求が明らかに新戦線の最終目標と矛盾する

場合にのみ、限界を見出す。しかし、どこでも、国家社会主義者の世界観

や人生観とほぼ調和できるところ、少なくともそれに直接対抗しないとこ

ろでは、国家社会主義者は影響を及ぼすことができるし、そうすべきなの

である。幹部の任務は、大衆組織の戦術的目的が、それ自体の目的になる

のを防ぐこと、すなわち、最優先の戦略との関連が失われるのを防ぐこと

である。 

   FRGで施行されているナチス禁止令の条件下では、最も重要な大衆組織

は合法的な政党であり、その保護下で国家社会主義者は政治闘争に介入

し、選挙に立候補し、それによって徐々に禁止令を解いていくことができ

る。 

  

71 - 物質主義 
  

   物質主義とは、自分の幸福をすべてに優先させ、いかなる価値観や思想

とも一致させることなく、最も快適で気楽な生活だけを追求する生活態度

のことである。唯物論は退廃の主な症状であり、したがって人間社会の死

を意味する。人々が生活し、働き、価値や思想のために戦い、そこから利
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益を得るのではない共同体だけが、生き残り、繁栄することができるので

ある。 

   市民の人間像（ブルジョアジー参照）、西欧型民主主義の国家形態、自

由資本主義の社会・経済形態は、唯物論に対応している。また、個人主義

の哲学的な理論も、そのほとんどが唯物論につながる。現在、唯物論の最

も極端な姿は、アメリカ主義であり、これに対するGesinnungsgemeinschaft 

der Neuen Frontの文化革命が指向するところである。 

   国家社会主義は、ヨーロッパの数千年にわたる理想主義の伝統の継承者

として、価値観念論の倫理によって唯物論を克服し、国家社会主義ドイツ

労働者党の党綱領の指導原理にその完全な表現を見出すことができる。 

  

りえきよりこうずい  
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卍の下で楽しむ 
  

国家社会主義者の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウ

クの小冊子「Fun Under the Swastika」からの抜粋を紹介します。 
  

41. 
  

   少し「お堅い」会社の役員になったとき、給料と昇進の可能性にとても

満足した。しかし、周囲を忘れて不適切な政治的発言を漏らしてしまわ

ないか、少し心配でもあった。 

   もちろん、筋金入りの国家社会主義活動家として、私は "アーリア

人"、"ニガー"、"スピック"、"ユダヤ人 "といった日常用語を使い慣れ

たものであった。  しかし、"会社はこうすべきだ "ではなく、"党はこ

うすべきだ "というような言い方も慣れていた。会社の方針について議

論していると、つい口を滑らせてしまうんです。だから、気をつけなけ

ればと思いました。 

   皮肉なことに、私の政党活動家としての活動が、実際にこの仕事を得る

のに役立ったのです。(害虫駆除会社でもガス会社でもSS退役軍人の慈善

団体でもない！）。私の履歴書には、経営学と出版を含む広範囲な「ボ

ランティア活動」を簡単に書きました。そのことが将来の雇用主に好印

象を与え、私自身は大学で経営学を学んでいないにもかかわらず、同じ

ポジションで競合するMBAの学生を打ち負かすことができたのです。 

   この間、いろいろと楽しい経験もしました。時には、イディッシュ語の

わからないユダヤ人のセールスマンのために、イディッシュ語のジョー

ク（イディッシュ語はドイツ語、ポーランド語、ヘブライ語が混ざった

雑種）を訳さなければならないこともあった......。 

   あるとき、英語があまりに下手で、社内の誰も理解できないので、コ

ミュニケーションをとるのを手伝ってほしいと頼まれたことがありま

す。「ドイツ語なら話せるかもしれない」と誰かが言った。(彼はイスラ

エルから移住してきたユダヤ人だったのですが...。） 

   ある日、ユダヤ人のボスがある業者のことで腹を立て、「ヒトラーとは

取引できない！」と言い放った。私は真顔で、「それはどうでしょう、

1930年代は国際物々交換がうまくいっていたんですよ」と答えたら、最

初は驚いていたが、すぐに笑顔になった。ユーモアのセンスはあるよう
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だ。 

   ユダヤ人は非常に知的であると同時に、非常に感情的である。ロック

ウェルは彼らの感情論を見事に利用し、鉤十字をうまく使って彼らを泡を

吹くような怒りに駆り立てた。そして、自分たちの狂気のような憎悪をさ

らけ出したのである。しかし、ユダヤ人は自分たちの過剰な感情主義を自

覚している。私の上司は何度も私に、「もし私が怒って自分のビジネス上

の利益に反する行動を取ることがあれば、言ってくれ！」と言った。ドル

やセントの側面から説明してくれ。お金には意味があるんだ」。あると

き、役員会が白熱しているときに、私はまさにそれを実行した。ポケット

から小銭を取り出してテーブルに叩きつけ、自分の主張を説明しながら小

銭を押し始めたのだ。私はその議論に勝った。その後、上司がやってき

て、「君が私を納得させたのはいつだったかわかるか？あのコインで自分

の主張を証明したときだ！"と。 

   もちろん、気まずい瞬間もあった。ある時、部長が私の机の上に新聞記

事を置いた。その記事は国家社会主義を扱ったもので、さらに悪いこと

に、私の名前が赤いインクで丸く囲まれていたのだ。幸いなことに、スペ

ルが少し間違っていた。そして、もっと重要なことは、その時の私の顔を

彼が見ることができなかったことだ。私はそれをちらっと見て、笑っ

て、"もしかしたら、私の狂った親戚の一人かもしれない！"と言いまし

た。そして、もう何の意味もないので、仕事に戻りました。 

    また、会社の駐車場に停めてあった私の車のシートに、誰かがパー

ティーのステッカーを貼ったこともありました。しかし、その時は何もな

かった。後で知ったことだが、その人は党のシンパで、冗談のつもりで

貼ったらしい。 

   そう、私は笑われたのだ。ユダヤ人が "フロイト心理学 "として一般に

知られている原始的なユダヤ人の性の迷信に基づいて広告キャンペーンを

行うとき、我々異邦人はほとんど真顔になることができなかった。メンゲ

ラ博士の実験が話題になったこともありましたよ。 

   一番面白かったのは、「yiddischer Kopf」（「ユダヤ人の頭」または

「ユダヤ人の脳」）と言われた時だ。実はこれは、私が大きな取引を成功

させたので、心からの賛辞として言われたのです。 

    私の同志はよく憶測したものだ。ユダヤ人は君の政治を知っているの

か、知らないのか？私はまだ知らない。ユダヤ人にとっては、政治よりも

金の方が大事だし、私は会社で金を稼いだ。第二次世界大戦後、ユダヤ人

企業だけがあえて元外交員を雇ったそうです。ユダヤ人は反ユダヤ主義を
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問われる心配がないし、我々の仲間はよく働くと知っていたのです 

   お金だけでなく、多くの人脈と実務経験を得ることができました。もち

ろん、党のボランティア活動も続けましたし、そのスキルは今でも仕事に

活きていますよ。ホワイトレボリューション 
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